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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

４
月
３
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　
　
　

※
午
前
９
時
半
か
ら
地
区
総
会
を
開
催

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

塩
井
孝
氏
（
松
原
市
開
業
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

松
原
市
に
お
け
る
周
術
期
口
腔
ケ
ア
を
主
と
し
た
他

職
種
連
携
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

南
河
内
地
区
総
会
・
記
念
講
演

日
時　

５
月
22
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

宮
新
美
智
世
氏
（
東
京
医
科
歯
科
大
学
小
児
歯
科
准

教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

小
児
の
外
傷
と
歯
内
療
法
―
応
急
対
応
か
ら
長
期
経

過
ま
で

５
月
度
生
涯
研
修

日
時　

４
月
23
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
５
時

会
場　

保
険
医
協
会
５
階　
　

定
員　

30
人

講
師　

東
尾
建
氏
（
歯
科
技
工
士
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

内
容　

基
礎
的
な
手
話
、
初
歩
的
な
歯
科
医
療
会
話
練
習

歯
科
手
話
教
室
（
基
礎
編
）

日
時　

５
月
15
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
　
　

 

午
前
：
患
者
接
遇
マ
ナ
ー
研
修
（
ク
レ
ー
ム
対
応
含

む
）、
午
後
：
助
手
編
、衛
生
士
編
に
わ
か
れ
て
研
修

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

定
員　

助
手
編
90
人
、
衛
生
士
編
30
人

講
師　

午
前
： 

水
原
道
子
氏
（
大
手
前
短
期
大
学
総
合
学
科

教
授
）

　
　
　

午
後
：
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

７
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

　
　
　

※ 

受
講
者
全
員
に
『
デ
ン
タ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の

歯
科
保
険
診
療
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
を
配
布
、「
修

了
証
」
を
発
行
し
ま
す

　
　
　

※ 

開
催
要
項
・
会
場
案
内
地
図
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
必
ず
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座

日
時　

 

３
月
21
日
（
月
・
祝
）
午
後
１
時
〜
４
時
（
開
場
は

正
午
）

会
場　

 

大
阪
府
立
国
際
会
議
場
（
グ
ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ
大
阪
）

３
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
（
北
区
中
之
島
５
―
３
―

51
、
京
阪
「
中
之
島
」
駅
２
番
出
口
す
ぐ
、
Ｊ
Ｒ

「
福
島
」・
地
下
鉄
「
阿
波
座
」
各
駅
か
ら
約
15
分
）

講
師　

社
保
研
究
部
・
政
策
部
各
講
師
団

会
費　

 

会
員
・
会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ　

無
料
（
資
料
１
冊
は

「
入
場
・
資
料
引
換
ハ
ガ
キ
」
と
交
換
）

　
　
　

開
業
医
会
員
院
所
の
未
入
会
勤
務
医
１
万
円

　
　
　

※ 

会
員
の
先
生
に
は
「
入
場
・
資
料
引
換
ハ
ガ
キ
」

（
当
日
限
り
有
効
）
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

※ 

会
員
申
込
不
要
。
ス
タ
ッ
フ
・
未
入
会
者
要
申
込
。

診
療
報
酬
改
定 

新
点
数
中
央
説
明
会

　

我
わ
れ
歯
科
医
師
が
治
療

に
携
わ
る
代
表
的
な
口
腔
機

能
と
し
て
、
咀
嚼
、
嚥
下
、

構
音
機
能
が
挙
げ
ら
れ
る
。

歯
科
臨
床
に
お
け
る
機
能
回

復
は
、「
印
象
」
と
い
う
文

化
に
基
づ
き
〝
静
的
〞
な
口

腔
環
境
の
評
価
と
形
態
回
復

を
行
う
補
綴
装
置
の
製
作
に

よ
り
、
患
者
の
順
応
を
経
て

〝
動
的
〞
な
機
能
回
復
を
実

現
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
近
年
の
高
齢
化
お
よ
び

有
病
者
の
増
加
に
よ
り
形
態

的
な
回
復
の
み
で
は
、
咀

嚼
、
嚥
下
、
構
音
な
ど
の
機

能
が
十
分
に
回
復
し
な
い
、

　

現
在
の
日
本
は
太
平
洋
戦

争
開
始
前
を
想
起
さ
せ
る
。

特
定
秘
密
保
護
法
は
言
論
を

弾
圧
し
た
「
治
安
維
持
法
」

に
、
国
家
安
全
保
障
会
議

（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
は
侵
略
戦
争
を

推
進
し
た
「
大
本
営
」
に
、

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
可

能
に
す
る
安
全
保
障
法
制
と

日
米
同
盟
は
「
日
独
伊
三
国

同
盟
」
に
あ
た
る
。

　

安
倍
首
相
が
提
唱
す
る

「
一
億
総
活
躍
」
は
「
一
億

総
動
員
」「
進
め
一
億
火
の

玉
だ
」
に
該
当
し
、
国
民
の

命
を
守
る
よ
り
も
人
生
を
破

壊
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
を
利
用
し
中

学
校
卒
業
生
を
狙
う
防
衛
省

直
轄
の
陸
自
高
等
工
科
学
校

は
陸
軍
幼
年
学
校
に
該
当
す

る
。

　

安
倍
政
権
は
さ
し
ず
め
、

国
民
の
運
命
を
危
う
く
す
る

「
ば
く
ち
政
権
」
だ
。
日
本

を
戦
争
で
き
る
国
に
し
て

「
抑
止
力
を
得
た
」
と
言
う

が
、
抑
止
力
は
仮
想
敵
の
意

思
に
よ
る
。
米
国
と
一
緒
に

中
国
を
挑
発
し
、
わ
ざ
わ
ざ

緊
張
状
態
を
つ
く
り
出
し
て

い
る
。
そ
の
先
は
賭
け
。
ツ

ケ
は
将
来
の
国
民
が
支
払
わ

さ
れ
る
。

　

権
力
の
私
物
化
も
進
ん

だ
。
政
府
や
与
党
、
内
閣
法

制
局
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
の
要
所

に
茶
坊
主
た
ち
を
配
置
し
、

そ
の
中
か
ら
報
道
を
抑
圧
し

よ
う
と
す
る
乱
暴
者
ま
で
現

れ
た
。
間
違
い
な
く
類
は
友

を
呼
ん
で
い
る
。
と
ん
で
も

な
い
人
間
を
総
理
に
し
た
も

の
だ
と
思
う
。

　

政
府
の
決
定
を
説
明
す
る

際
、
何
か
と
「
閣
議
の
結

果
」
と
言
う
が
、
閣
議
と
言

っ
て
も
、
オ
ー
ナ
ー
の
一
言

で
す
べ
て
決
ま
っ
て
し
ま
う

同
族
会
社
の
会
議
と
同
じ
。

独
裁
的
で
、
実
に
怖
い
時
代

に
差
し
か
か
っ
て
い
る
。

ろ
う
か
。
平
和
に
飽
い
て
、

「
何
か
事
あ
れ
か
し
」
と
い

う
発
言
も
聞
こ
え
て
く
る
。

　

戦
争
の
怖
さ
は
、
あ
ら
ゆ

る
人
を
非
人
間
化
す
る
こ
と

に
あ
る
。
戦
争
に
な
れ
ば
、

反
対
す
る
人
に
は
「
非
国

民
」「
国
賊
」
と
い
う
非
難
が

向
け
ら
れ
る
。
自
由
な
言
論

ー
ル
さ
れ
、
手
を
下
し
た
こ

と
だ
っ
た
。
戦
争
は
集
団
催

眠
と
も
い
う
べ
き
狂
気
を
生

む
。
絶
対
に
起
こ
し
て
は
な

ら
な
い
。

憲
法
は
国
民
の

総
意
だ
っ
た

　

安
倍
首
相
は
夏
の
参
院
選

あ
ら
ゆ
る
人
を

非
人
間
化

　

戦
後
70
年
、
日
本
は
平
和

な
時
代
が
続
い
た
。
平
和
を

水
や
空
気
の
よ
う
に
努
力
な

し
に
得
ら
れ
る
と
考
え
て
い

る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
だ

や
思
想
、
表
現
活
動
は
圧
殺

さ
れ
、
隣
人
同
士
が
密
告
し

合
う
社
会
が
つ
く
ら
れ
る
。

　

南
京
大
虐
殺
や
７
３
１
部

隊
に
よ
る
人
体
実
験
な
ど
侵

略
戦
争
の
蛮
行
は
、
ご
く
普

通
の
市
民
が
「
お
国
の
た

め
」
と
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ

挙
後
に
「
憲
法
改
変
」
を
狙

っ
て
い
る
。「
現
在
の
憲
法

は
米
国
の
押
し
付
け
」
と
言

い
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
読
ん

で
い
な
い
首
相
は
、
過
去
の

戦
争
か
ら
何
も
学
ん
で
い
な

い
。

　

思
想
の
自
由
を
許
す
民
主

主
義
は
そ
の
反
対
思
想
を
許

し
、
反
対
思
想
は
民
主
主
義

を
壊
す
。
民
主
主
義
は
も
ろ

く
、
安
倍
独
裁
政
権
を
ど
ん

な
に
警
戒
し
て
も
警
戒
し
す

ぎ
る
こ
と
は
な
い
。

　

私
の
叔
父
は
戦
後
、
シ
ベ

リ
ア
に
抑
留
さ
れ
命
を
落
と

し
た
。
遺
骨
は
帰
ら
ず
、
骨

つ
ぼ
に
は
石
が
入
っ
て
い
た

だ
け
だ
っ
た
。
個
人
が
識
別

さ
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
人
が

死
ん
だ
事
実
に
身
震
い
が
し

た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
当

時
を
知
る
者
と
し
て
次
の
こ

と
は
確
実
に
言
え
る
。
戦
争

を
放
棄
し
た
憲
法
は
「
戦
争

と
は
命
だ
け
で
は
な
く
、
人

生
を
破
壊
す
る
天
敵
」
と
い

う
国
民
の
総
意
と
し
て
受
け

容
れ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

だ
。

　

憲
法
を
大
切
に
す
る
こ
と

は
政
治
的
行
為
で
は
な
い
。

戦
争
と
い
う
人
類
の
天
敵
を

な
く
す
た
め
の
人
類
の
権
利

で
あ
り
、
国
民
の
自
由
と
平

和
を
守
る
支
柱
な
の
だ
。
そ

の
こ
と
を
次
の
世
代
に
伝
え

る
こ
と
が
、
戦
争
の
怖
さ
を

骨
身
に
し
み
て
知
る
私
た
ち

世
代
の
使
命
だ
と
、
決
意
を

新
た
に
し
て
い
る
。

も
し
く
は
順
応
で
き
な
い
場

合
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
現
状
に

対
し
て
、〝
動
的
〞
な
口
腔

機
能
の
定
量
評
価
は
、
患
者

の
残
存
機
能
と
回
復
の
評
価

お
よ
び
原
因
探
索
の
足
が
か

り
と
な
る
た
め
に
有
用
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
、
現
在
ま
で

に
様
々
な
研
究
開
発
が
行
わ

れ
て
き
て
い
る
。

　

今
回
の
保
険
改
定
に
よ
り

導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

舌
圧
検
査
や
有
床
義
歯
咀
嚼

機
能
検
査
は
〝
動
的
〞
な
口

腔
環
境
・
口
腔
機
能
の
客
観

的
評
価
で
あ
り
、
患
者
の
順

痺
を
生
じ
さ
せ
た
症
例
を
挙

げ
説
明
し
た
。

　

結
び
に
、
最
近
の
Ni
―
Ti

の
ロ
ー
タ
リ
ー
フ
ァ
イ
ル
を

使
用
し
た
バ
ー
テ
ィ
カ
ル
根

充
に
も
触
れ
、
症
例
に
よ
っ

て
は
根
充
の
方
法
や
拡
大
の

方
法
も
セ
レ
ク
ト
す
る
必
要

も
あ
り
、
自
分
の
根
尖
側
基

準
点
を
持
ち
、
エ
ビ
デ
ン
ス

を
持
っ
た
歯
内
療
法
を
す
べ

き
だ
と
強
調
し
た
。
Ｐ
ｕ

ｌ
、
Ｐ
ｅ
ｒ
の
み
で
は
な
く

き
ち
ん
と
し
た
診
断
名
を
つ

け
て
か
ら
処
置
に
取
り
掛
か

る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
が
医

療
で
あ
る
と
述
べ
講
演
を
締

め
く
く
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
い
ま
ま

で
聞
い
た
こ
と
が
な
い
話
だ

っ
た
の
で
、
と
て
も
勉
強
に

な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。

 

（
淀
川
区
・
林
哲
平
）

　

大
阪
市
北
部
地
区
と
同
東

部
地
区
は
合
同
で
、
長
谷
川

誠
実
氏
（
東
淀
川
区
開
業
）

を
講
師
に
「
偶
発
症
・
難
治

症
へ
の
対
応
―
歯
内
療
法
に

お
け
る
神
経
損
傷
の
臨
床
的

対
応
」
を
２
月
20
日
、
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い
た
。
46
人

が
参
加
し
た
。

　

長
谷
川
氏
は
、
歯
内
療
法

は
そ
の
性
格
上
、
手
指
感
覚

を
頼
り
に
処
置
を
進
め
る
過

程
が
多
い
た
め
、
手
技
下
に

お
い
て
偶
発
症
を
生
じ
る
可

能
性
が
高
く
な
る
と
指
摘
し

た
。
麻
痺
の
原
因
と
な
っ
た

処
置
内
容
は
、
抜
歯
処
置
に

次
い
で
歯
内
療
法
で
あ
る
と

強
調
。
麻
痺
は
神

経
損
傷
や
切
断
の

み
が
原
因
と
は
限

ら
ず
、
慢
性
の
化

膿
性
歯
髄
炎
で
も

軸
索
反
射
性
に
麻

応
も
含
め
た
口
腔
周
囲
の
機

能
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
値
と
そ

の
変
化
を
評
価
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

患
者
に
と
っ
て
歯
科
治
療
の

結
果
を
客
観
的
に
知
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

だ
け
で
な
く
、
術
者
に
と
っ

て
の
治
療
過
程
お
よ
び
結
果

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
し
て

も
価
値
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
舌
圧

日　

時　

４
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会　

場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

会　

費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

お
申
込　

 

歯
科
協
会
事
務
局（
06
―
６
５
６
８
―
７
７
３
１
）

検
査
や
有
床
義
歯
咀
嚼
機
能

検
査
は
、
あ
く
ま
で
摂
食
・

嚥
下
に
お
け
る
口
腔
周
囲
の

運
動
機
能
の
一
端
を
知
る
ツ

ー
ル
で
あ
る
た
め
、
本
講
習

会
で
は
症
例
を
交
え
て
上
記

の
検
査
法
に
よ
っ
て
分
か
る

こ
と
・
分
か
ら
な
い
こ
と
、

お
よ
び
そ
の
他
の
検
査
法
も

含
め
て
紹
介
し
、
臨
床
に
生

き
る
ヒ
ン
ト
と
な
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

大阪市北部・東部地区

偶発症・難治症への対応で講習会
〝エビデンスを持った歯内療法すべき〟と

憲
法
は
戦
争
な
く
す
人
類
の
権
利

作
家　

森
村
誠
一
氏

論論
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４　 月　 度
生涯研修抄録

口
腔
機
能
の
定
量
評
価
の
意
義
と
臨
床
応
用

〜
舌
圧
検
査
と
有
床
義
歯
咀
嚼
機
能
検
査
〜

大
阪
大
学
歯
学
部
附
属
病
院
咀
嚼
補
綴
科
医
員　

皆
木　

祥
伴

講演する長谷川
氏＝２月20日、
Ｍ＆Ｄホール　


